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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 2月 9日 (2005.2.9)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
五 十 音 索 引 表 （ 字 母 表 ） の 全 仮 名 文 字 を 各 々 個 別 に 表 記 し た ５ １ 枚 、 其 の 内 の 重 複 す る （
う ， え ， い ） の 何 れ か １ 文 字 を 省 い た ５ ０ 枚 、 又 は ２ 文 字 を 省 い た ４ ９ 枚 、 異 な る 仮 名 文
字 の み の ４ ８ 枚 、 異 な る 仮 名 文 字 の み か ら 「 ん 」 を 除 い た ４ ７ 枚 、 現 代 仮 名 遣 い の み 使 用
の ４ ６ 枚 、 （ お ≒ を ） と し て 何 れ か 一 つ を 含 み 異
な る 発 音 の ４ ５ 枚 、 か ら 成 る 札 （ カ ー ド ） 又
は 牌 （ パ イ ） を そ れ ぞ れ 一 組 と し て 、 其 の 同 種 又 は 異 種 を 三 組
含 む 札 又 は 牌 の 一 群 で 構 成 さ れ る 複 合 式 闘 歌 句 具 。
【 請 求 項 ２ 】
「 う ゛ 」 の 文 字 札 又 は 牌 、 あ る い は 、 配 布 さ れ た 者 が 任 意 の 文 字 と し て 設 定 又 は 代 替 で き
る ジ ョ ー カ ー 的 機 能 を 有 す る 札 又 は 牌 の 何 れ か 一 種 又 は 全 二 種 を 加 え て 成 る

一 組 を 加 え た 一 群 で 構 成 さ れ る 請 求 項 １ 記 載 の 複 合 式 闘 歌 句 具 。
【 請 求 項 ３ 】
五 十 音 索 引 表 （ 字 母 表 ） の 全 仮 名 文 字 に 、 配 布 さ れ た 者 が 任 意 の 文 字 と し て 設 定 又 は 代 替
で き る ジ ョ ー カ ー 的 機 能 を 有 す る 赤 札 用 と 黒 札 用 の 二 枚 を 加 え て 総 数 ５ ３ 枚 と し 、 一 般 の
ト ラ ン プ 符 合 と 併 記 し て 成 る ト ラ ン プ 兼 用 又 は 併 用 可 能 な 札 又 は 牌 を 一 組 と し て 、 其 れ

を 含 む 三 組 一 群 で 構 成 さ れ る 、 請 求 項 １ 、 請 求 項 ２ 記 載 の 複 合 式 闘
歌 句 具 。
【 請 求 項 ４ 】
俳 句 や 川 柳 は （ ５ ， ７ ， ５ ） 、 短 歌 は （ ５ ， ７ ， ５ ， ７ ， ７ ） 、 甚 句 は （ ７ ， ７ ， ７ ， ５
） 、 の １ 群 と し て 構 成 可 能 な 形 で 、 夫 々 の 歌 句 構 成 創 作 を 楽 し む 手 順 方 法 や 遊 戯 方 法 を 記
載 し 付 加 し て 成 る 請 求 項 １ 、 請 求 項 ２ 、 請 求 項 ３ 記 載 の 複 合 式 闘 歌 句 具 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文

ゐ ≒ い ， ゑ ≒ え ， 「 お 」 ま た は 「 を 」 の
大 略 長 方 形 （ や 多 角 形 お よ び 丸 や 楕 円 形 ） の

大 略 長 方 体 （ や 立 方 体 ） の
当 該 当 該

（ ５ ２ 枚 又 は
５ ３ 枚 の ）

（
当 該 札 ま た は 当 該 牌 ）



【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 発 明 の 名 称 】 複 合 式 闘 歌 句 具
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 各 人 の 感 懐 や 情 景 を 俳 句 ， 川 柳 ， 甚 句 ， 短 歌 風 表 現 に し て 、 複 数 人 で 切 磋 琢 磨
し つ つ 競 い 合 う た め の 娯 楽 用 具 、 も し く は 知 的 能 力 や 語 い 力 、 又 は 言 語 表 現 に お け る 柔 軟
性 を 培 う た め の 語 学 用 補 助 器 具 の 構 成 形 態 ， ま た は 其 の 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 娯 楽 用 具 と し て は 、 カ ル タ 、 花 札 、 囲 碁 、 将 棋 、 ト ラ ン プ 、 麻 雀 等 、 個 人 又 は 幾
人 か で 楽 し む 物 、 此 れ ら を ゲ ー ム ソ フ ト 化 し た 物 な ど が 在 り 、 知 的 能 力 や 語 学 能 力 、 柔 軟
性 を 培 う 補 助 具 と し て は 、 幼 児 用 仮 名 文 字 表 記 板 組 （ ブ ロ ッ ク 群 ） や 各 種 学 習 テ キ ス ト あ
る い は コ ン ピ ュ ー タ で 活 用 す る 教 育 ソ フ ト ウ ェ ァ シ ス テ ム 等 が 有 る 。 （ 闘 歌 句 具 と し て は
本 出 願 人 の 出 願 し た 幾 種 類 か が 存 る 。 ）
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 　 ０ ７ － ２ ８ ４ ５ ５ １ 　 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 　 ０ ８ － ３ １ ８ ０ ２ １ 　 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 　 ０ ９ － １ ０ ３ ５ ３ ５ 　 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の 娯 楽 器 具 で は 、 所 定 の 競 技 規 則 で 取 得 し た 数 の 多 さ や 地 の 広 さ 、 特 定 物 を 手 に 入
れ る 手 順 の 変 化 や 時 間 の 先 後 ま た は 多 少 を 、 所 持 知 識 や 技 術 、 熟 練 度 の 巧 拙 で 競 う の が 一
般 的 で あ り 、 人 意 情 景 表 現 其 の も の を 競 い 合 う 闘 歌 句 用 娯 楽 用 具 は ほ と ん ど 見 ら れ な い 。
知 的 育 成 補 助 器 具 に お い て は 、 設 定 （ 固 定 化 ） さ れ た パ タ ー ン の 繰 り 返 し に よ る 記 憶 、 上
達 が 主 体 で あ り 、 難 易 度 に 急 激 、 多 大 な 変 化 を 付 け な い の が 普 通 で 、 即 事 ま た は 即 時 的 に
他 か ら の 影 響 を 受 け る こ と は 避 け る の が 一 般 的 で あ る 。

又 、 幼 児 用 仮 名 文 字 ブ ロ ッ ク は 成 人 向 き と し て は 使 い 辛 い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 従 来 品 と は 異 な る 趣 向 や 変 化 を 利 用 者 、 競 技 者 に 持 た ら そ う と す る も の で 、 人
意 情 景 表 現 其 の も の を 他 の 競 技 者 と 相 互 に 即 事 ま た は 即 時 的 に 構 築 し 、 評 価 や 勝 敗 は 参 画
者 や 競 技 者 の 思 議 や 諮 議 で 、 判 定 で 、 す る こ と が で き る 娯 楽 用 具 を 提 供 す る 事 を 目 的 と し
て い る 。 し か し 其 の 判 定 の 曖 昧 さ を よ り 客 観 的 に 明 確 化 す る た め の 方 法 も ま た 必 要 と さ れ
て い る の で あ る 。
　 本 発 明 で は 日 本 文 化 の 基 礎 で あ る 仮 名 文 字 と 歌 句 形 態 と を 巧 み に 用 い 、 老 若 を 問 わ ず 国
語 知 識 の 吸 収 及 び 活 用 が 計 れ 、 か つ 趣 味 、 娯 楽 と し て も 楽 し め る 用 具 ， 器 具 を 提 供 す る こ
と が 其 の 狙 い で あ る 。 特 に 其 の 構 成 あ る い は 使 用 方 法 に 多 様 な 変 化 を 持 た せ る 事 が 主 た る
狙 い で あ る 。 と り わ け 、 五 十 音 索 引 表 （ 字 母 表 ） の 全 仮 名 文 字 や 所 定 の 文 字 記 号 な ど を 一
度 丈 し か 使 わ な い 闘 歌 句 遊 戯 の 難 点 で あ る 、 重 畳 語 （ 例 え ば 、 さ さ め ゆ き ） や 歌 句 文 で の
重 複 使 用 を 可 能 と し て 、 よ り 柔 軟 且 つ 広 汎 な 表 現 領 域 の 廓 大 に 狙 い を 置 い た も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 五 十 音 索 引 表 （ 字 母 表 ） の 全 仮 名 文 字 を 各 々 個 別 に 表 記 し
た ５ １ 枚 、 其 の 内 の 重 複 す る （ う ， え ， い ） の 何 れ か １ 文 字 を 省 い た ５ ０ 枚 、 又 は ２ 文 字
を 省 い た ４ ９ 枚 、 異 な る 仮 名 文 字 の み の ４ ８ 枚 、 異 な る 仮 名 文 字 の み か ら 「 ん 」 を 除 い た
４ ７ 枚 、 異 な る 仮 名 文 字 か ら （ ゐ ， ゑ ） を 省 く 現 代 仮 名 使 い の み 使 用 の ４ ６ 枚 、 （ お ≒ を
） と し て 何 れ か 一 つ を 含 み 異 な る 発 音 の ４ ５ 枚 、 か ら 成 る 札 （ カ ー ド ） 又 は 立 体 的 な 牌 （
パ イ ： 麻 雀 用 の 駒 ） を そ れ ぞ れ 一 組 と し て 、 其 の 同 種 又 は 異 種 を 三 組 含 む 札 又 は 立 体 的 な
牌 の 一 群 で 構 成 さ れ て 、 其 れ が 麻 雀 に 準 じ る 慣 れ た 遊 戯 方 法 で 行 わ れ る 複 合 式 闘 歌 句 具 で
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（ 麻 雀 に し て も 定 型 的 な 組 み 合 わ
せ の 構 築 で あ る 。 ）



も っ て 、 俳 句 と 川 柳 （ 五 ， 七 ， 五 ） 、 甚 句 （ 七 ， 七 ， 七 ， 五 ） 、 和 歌 （ 五 ， 七 ， 五 ， 七 ，
七 ） 等 の 怡 楽 を 、 違 和 感 も 少 な く 提 供 が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 更 に 、 「 う ゛ 」 の 文 字 札 又 は 牌 、 あ る い は 、 配 布 さ れ た 者 が 任 意 の 文 字 と し て 設 定 又 は
代 替 で き る ジ ョ ー カ ー （ 全 能 ） 的 機 能 を 有 す る 札 又 は 牌 の 何 れ か 一 種 又 は 全 二 種 を 加 え て
成 る 一 組 を 混 成 し て 三 組 と す る 、 又 は 三 組 含 む 札 又 は 立 体 的 な 牌 の 一 群 で 構 成 さ れ て 、 其
れ が 麻 雀 に 準 じ る 遊 戯 方 法 で 行 わ れ る 複 合 式 闘 歌 句 具 で も っ て 、 依 り 変 化 を 持 た せ て 楽 し
め る 闘 歌 句 娯 楽 具 を 提 供 す る 事 が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 又 、 五 十 音 索 引 表 （ 字 母 表 ） の 全 仮 名 文 字 に 、 配 布 さ れ た 者 が 任 意 の 文 字 と し て 設 定 又
は 代 替 で き る ジ ョ ー カ ー 的 機 能 を 有 す る 赤 札 用 と 黒 札 用 の 二 枚 を 加 え て 総 数 ５ ３ 枚 と し 、
一 般 の ト ラ ン プ 符 合 と 併 記 し て 成 る ト ラ ン プ 兼 用 又 は 併 用 可 能 な 札 又 は 立 体 的 な 牌 を 一 組
と し て 、 其 れ を 一 組 あ る い は 三 組 含 む 一 群 で 構 成 さ れ て 、 麻 雀 に 準 じ る 遊 戯 方 法 で 行 わ れ
る 複 合 式 闘 歌 句 具 で も っ て 、 ト ラ ン プ 兼 用 の 、 又 は 混 在 さ せ た 国 際 的 な 闘 歌 句 娯 楽 具 を 提
供 す る 事 が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 俳 句 や 川 柳 は （ ５ ， ７ ， ５ ） 、 短 歌 は （ ５ ， ７ ， ５ ， ７ ， ７ ） 、 甚 句 は （ ７ ， ７ ， ７ ，
５ ） 、 の １ 群 と し て 構 成 可 能 な 形 で 、 ト ラ ン プ 娯 楽 方 法 も 加 え 、 そ れ ぞ れ の 歌 句 構 成 創 作
を 楽 し む 手 順 や 遊 戯 方 法 を 記 載 し 付 加 ・ 追 加 す れ ば 、 よ り 変 化 に 富 む 闘 歌 句 具 と な り 判 定
基 準 も 明 確 に な ろ う と 言 う も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 札 （ カ ー ド ） の 大 き さ や 枠 の 有 無 は 任 意 と し 、 表 記 文 字 の 字 体 も 誤 認 さ れ 無 い 程 度 に 任
意 で 良 く 、 配 置 ， 図 柄 ， 着 色 （ 白 黒 、 着 色 ） な ど は 問 わ な い 。
　 文 字 や 図 柄 の 記 入 手 段 （ 印 刷 、 彫 刻 、 織 り 込 み 等 ） は 問 わ ず 、 又 補 助 模 様 が 付 け ら れ て
も 良 い 。 札 の 材 質 も 文 字 等 が 透 け て 見 え 無 い 程 度 で あ れ ば 何 を 使 用 し て も 良 い 。 牌 （ パ イ
、 麻 雀 用 の 駒 ） で あ る 直 方 体 （ 長 方 体 ） に し て も 同 様 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 以 上 説 明 し た よ う に 構 成 さ れ て い る の で 以 下 に 記 載 す る 諸 効 果 を 有 す る 。
　 従 来 の 異 文 字 の み や 、 其 れ に ２ ， ３ の 同 じ 文 字 を 加 え て 使 う 闘 歌 句 具 を ３ 組 で １ 群 （ セ
ッ ト ） と し て 居 る の で 、 重 畳 語 が 使 え る 形 と な り 、 依 り 自 由 豁 達 に 人
意 や 感 懐 あ る い は 情 景 を 相 互 に 関 与 し つ つ 詩 歌 句 風 に 表 現 す る 事 を 競 い 合 え る 、 新 規 で 簡
便 な 娯 楽 を 、 日 常 的 に 身 近 に 提 供 す る 事 が で き る 。 ま た 古 歌 句 の 一 部 を 継 受 し つ つ 現 代 語
へ の 変 遷 を 、 容 易 に 携 帯 可 能 な 日 常 的 ゲ ー ム で 以 っ て 楽 し む 事 が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 明 確 な 競 技 判 定 基 準 等 を 持 た ず 、 相 互 の 協 議 と か 諮 議 、 思 議 や 納 得 に 判 定 基 準 を 置 く 、
変 化 と 柔 軟 性 に 富 ん だ 作 詩 ・ 作 歌 句 ま た は 知 的 趣 味 や 語 学 を 向 上 さ せ 、 老 若 其 れ な り の 育
成 ， 弼 成 補 助 が 期 待 で き 、 楽 し む こ と が で き る 闘 歌 句 に 、 点 数 制 を 取 り 入 れ
、 輸 贏 (勝 負 )判 定 を よ り 容 易 に す る 事 が で き る 方 策 を 付 与 で き る 。
　 さ ら に ま た 、 無 作 為 性 ， 偶 然 性 の 事 態 を 己 の 各 自 の 意 指 (心 懸 け )で も っ て 、 待 ち （ 挿 入
箇 所 ） の 多 く あ る 文 の 構 成 に 対 す る 機 転 、 柔 軟 性 ， 決 断 性 等 を 培 え る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 加 え て 、 様 様 な 形 態 に お い て 楽 し み な が ら 日 常 的 に 表 現 で き る の で 、 歌 句 作 を 其 の 歌 句
の 中 身 ・ 出 来 映 え で 、 文 学 芸 術 と し て の 水 準 等 を 高 め る こ と も で き る 。
　 た と え ば 、 従 来 の ト ラ ン プ で は 様 様 の ゲ ー ム を 為 る 事 が 出 来 る け れ ど 、 言 わ ば
其 の 場 限 り で あ る の が 普 通 だ が 、 カ ー ド （ 牌 ） 式 闘 歌 句 具 で は 、 其 の 歌 句 作 が 秀 作 ， 名 作
と し て 文 化 芸 術 性 を 帯 び る も の と な る 可 能 性 も あ り 、 競 技 者 の 腹 笥 （ 腹 の 中 の 本 箱 ・ 学 問
の 素 養 ） を 高 め 示 す 機 会 が 普 段 の 行 為 で 得 ら れ る 事 と も な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 麻 雀 （ ｍ ａ ｈ － ｊ ｏ ｎ ｎ ｇ ） は 広 汎 に 楽 し ま れ て い る 娯 楽 具 で あ る が 、 此 れ に 日 本 語 の
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、 重 複 使 用 が 可 能 な

（ や 点 棒 制 ）

定 型 的 で



五 十 音 索 引 表 （ 字 母 表 ） の 全 仮 名 文 字 を 重 ね る 事 （ オ ー バ ー ラ ッ プ ） に よ り 日 本 語 の 仮 名
文 字 記 憶 や 認 識 を 助 け る 事 が 出 来 る 。 ま た 同 時 に 俳 句 ， 川 柳 ， 甚 句 ， 短 歌 な ど の 既 存 文 化
の 導 入 や 普 及 が 世 界 的 に 廓 大 さ れ る 事 が 期 待 で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 従 来 の 麻 雀 に 準 じ た 手 順 で 楽 し め る の で 違 和 感 無 く 参 加 出 来 、 サ ー ク ル 活 動 な ど に お い
て も 高 尚 な 娯 楽 具 と し て 適 す る 。 且 つ 、 麻 雀 自 動 整 列 機 な ど が 其 の ま ま 使 え る
の で 、 場 所 や 機 械 道 具 を 兼 用 で き る 事 も 利 点 と し て あ げ ら れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 の 要 素 で
構 成 し た 闘 歌 句 具 で 、 標 準 的 に は ４ 名 （ 其 れ 未 満 の 人 数 で も 可 能 ） が 、 麻 雀 （ 又 は ト ラ ン
プ ） ゲ ー ム の 手 順 で 、 其 の 詳 細 な 競 技 規 則 を 決 め て 、 一 般 的 に は 麻 雀 に 準 じ る 方 法 で 、 交
互 に 各 人 の 持 ち 札 （ 牌 ） を 配 布 し （ 取 り ） 、 各 自 が 交 互 に 取 る
札 （ ツ モ る 牌 ） は 其 の 場 に 積 み 置 き 、 各 自 の 持 ち 札 （ 牌 ） の 仮 名 を 真 名 （ 漢 字 ） 混 じ り
歌 句 等 に 変 換 し 、 此 れ ぞ と 思 う 歌 句 等 に す る 迄 、 自 摸 （ ツ モ ） と 捨 て （ 前 面 に 開 示 ） （
摸 打 ） を 順 番 に 繰 り 返 し 、 其 の 優 劣 を 競 う も の で 、 歌 句 へ の 変 換 は 濁 点 や 半 濁 点 を 付 与 し
た り 、 促 音 化 ， 拗 音 化 、 又 は 歴 史 的 仮 名 遣 い 等 を 使 用 す る 事 で 、 人 意 情 景 表 現 を 即 妙 か つ
高 尚 な ら し め る 事 も で き る の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 此 れ ら の 基 本 構 成 は 、 五 十 音 索 引 表 （ 字 母 表 ） の 全 仮 名 文 字 を 各 々 個 別 に 表 記 し た 「 ５
１ 枚 の 全 仮 名 文 字 」 と 「 う ゛ 」 と 「 ジ ョ ー カ ー 機 能 」 の 各 札 （ カ ー ド ） 又 は 牌 の 一 群 で あ
る が 、 俳 句 や 川 柳 （ 闘 句 ） 用 、 短 歌 （ 闘 歌 ） 用 、 甚 句 （ 闘 甚 句 ） 用 な ど の 用 途 に 応 じ て 増
減 の 組 合 わ せ を 行 い 独 立 使 用 す る 事 が 出 来 る 柔 軟 性 に 富 む も の で あ る 。
　 札 又 は 牌 数 は 闘 歌 句 具 の 必 用 用 途 に 応 じ て 、 ４ ５ （ 異 発 音 ） な い し ５ １ （ 全 仮 名 文 字 ）
枚 、 更 に 「 う ゛ 」 札 と 「 ジ ョ ー カ ー 機 能 札 」 を 加 え た ５ ３ 枚 の 一 群 で あ る が 、 従 来 の 麻 雀
と の 共 用 性 を 高 め る に は 、 ４ ８ 枚 一 組 を 三 組 セ ッ ト （ １ ４ ４ 個 ） で 構 成 す る の が

最 も 良 い 。 常 用 １ ３ 枚 に 合 わ せ て 使 用 す る 時 に は 、 ４ ６ × ３ ＝
１ ３ ８ 枚 の 一 組 か ら （ お ， を ） の 各 １ （ 合 計 ２ つ ） を 省 い た 数 、 す な わ ち 、 ４ ５ （ お ） ＋
４ ５ （ を ） ＋ ４ ６ ＝ １ ３ 枚 で 使 用 す る の が 妥 当 な 組 合 せ で あ る 。
　 ま た 競 技 の み で 無 く 、 各 人 の 知 的 育 成 ， 弼 成 補 助 器 具 と し て 、 適 宜 其 の 札 の 配 置 を 変 更
す る 事 に よ り 多 様 で 雅 致 ， 画 致 ， 我 痴 ， 佳 致 の あ る 文 詞 を 作 り 、 国 語 知 識 の 吸 収 に 活 用 し
得 る 機 材 と し て も 価 値 有 る 物 と な る 。 成 人 に も 使 い 勝 手 の 良 い 娯 楽 具 で あ る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 述 の 実 施 例 を 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ （ ａ ） は 、 五 十 音 索 引 表 （ 字 母 表 ） の 全
仮 名 文 字 か ら 適 宜 構 成 さ れ た 一 組 の 札 を 、 三 組 構 成 の 一 群 と し 、 其 れ を 良 く 切 り 無 作 為 化
し て 、 麻 雀 の ゲ ー ム に 準 じ た 形 で 手 持 札 （ 各 々 １ ６ 枚 ） を 配 付 し 、
残 り を 、 ド ラ 札 （ 顕 札 ） が 明 示 で き る 様 二 つ に 分 け て 場 に 積 み 置 い た 状 態 を 示 し た 札 （ カ
ー ド ） で の 麻 雀 風 の 闘 句 歌 具 （ 以 下 闘 歌 句 雀 と 記 す ） の 一 例 で あ る 。 も ち ろ ん 、 図 １ （ ｂ
） の 様 に 各 人 の 前 に 分 散 し 配 置 し て も 良 い 。

　 配 賦 （ 配 付 ） さ れ た 札 （ 配 賦 手 持 ち 札 （ １ ） ） で 歌 句 題 に 適 合 す る 俳 句 を 各 競 技 者 が 考
え つ つ 、 １ ７ 文 字 目 （ 場 の 積 置 自 摸 用 札 （ ２ ） ） を 取 り 、 組 込 み （ 作 句 ） を 検 討 し
、 捨 て る （ 前 面 に 開 示 ） 行 為 を 、 各 競 技 者 が 納 得 の 行 く 迄 繰 り 返
す 。 幾 つ か の 文 字 （ 札 ） の 一 文 字 （ 枚 ） が あ れ ば 完 成 す る 、 即 ち 麻 雀 の 聴 牌 （ テ ン パ イ ）
に 相 当 す る 場 合 （ 仮 り に 聴 札 と す る ） 、 最 早 交 換 せ ず に 待 つ 丈 で 立 直 (リ ー チ

)を 掛 け て も 良 い 。 自 摸 （ ツ モ ＝ 自 ら 引
き 入 手 ） 又 は 他 競 技 者 の 放 擲 札 （ 前 面 に 開 示 し た 札 ） で 以 っ て 闘 句 の 完 成
を す れ ば 上 が り （ 勝 利 ） と な る の で あ る 。
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場 合 も 多 い

（ 字 母 表 の 全 文 字 ， 異 文 字 ， 異 音 文 字 な ど 、 任 意 の 三 組 一 群 の 札 又 は 牌 ）

手 札 ； 手 (＝ 配 札 ； 配 牌 ）
手

＝

（ 箱 に 収
納 す る に は ） (麻 雀 の ) 数 ６

６

（ ル ー ル ） （ ≒ 配 札 ）

（ ド ラ 牌 は 従 来 麻 雀 で は 、 次 ぎ の 順 の 牌 と 同
じ 牌 に す る の が 一 般 的 で あ る が 、 闘 歌 句 雀 の 場 合 は 順 に こ だ わ ら ず に 、 開 示 さ れ て い る 牌
と 同 じ 牌 に す る 方 が 適 当 と 考 え た 為 に 、 顕 牌 表 示 牌 と 記 さ ず に 顕 牌 と 記 し て い る 。 ）

≒ 札 山
す る （ ≒ 摸 打 ： も う だ ）

； 後 一 枚 で
上 が れ る 状 態 で あ る 手 札 を 替 え 無 い 事 の 宣 言 行 為

捨 て （ 放 銃 で ）
栄 和 ： ロ ン ホ ー ＝



【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ （ ｂ ） は 直 方 体 の 牌 （ パ イ ＝ 寸 法 は 通 常 の 麻 雀 用 牌 程 度 ） を 使 用 し た 場 合 で 、 配 賦
後 に ２ ， ３ 回 順 繰 り （ 取 り ） し た 状 態 で あ る 。 此 の 場 合 は 現 存 の 麻 雀 と 殆 ど 同
様 な 手 順 で ゲ ー ム （ 闘 歌 句 雀 ： と う か く じ ゃ ん ） が 実 行 さ れ る 。 場 の 積 置 自 摸 用 牌

（ ２ ’ ） は ２ 段 に 積 ま れ て い る 。 矢 印 は 自 摸 っ て 行 く 方 向 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　

【 ０ ０ ２ ０ 】
　

【 ０ ０ ２ １ 】
　

【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 闘 歌 句 雀 で は 闘 句 ， 闘 歌 ， 川 柳 ， 甚 句 な ど を 楽 し む 事 が で き る 。
闘 句 ， 川 柳 の 場 合 に は 配 賦 数 （ 手 持 数 ） １ ６ で 、 １ ７ 個 目 で 完 成 を 目 指 す 。
闘 歌 の 場 合 に は 、 配 賦 数 を ３ １ と し て 実 行 す る 事 が で き る 。 し か し 、 手 持 数 が 多 す ぎ 、 残
り 牌 （ 全 数 － １ ２ ４ ） が 少 な く な り 、 数 回 程 度 の 順 繰 り し か 出 来 な い の で 、 闘 句 ， 川 柳 の
場 合 と 同 様 に す る が 、 捨 て 牌 で 下 句 （ ７ ， ７ ） を 作 る 方 法 も あ る 。 其 の 場 合 は 、 捨 て 牌 が
１ ４ 個 と な っ た 時 に 下 句 を 完 成 さ せ る 可 く 配 慮 が 必 要 で あ る 。 次 に 自 摸 る 牌 で 上 句 が 完 成
し な け れ ば 負 け る か 流 れ る 事 と な る 。 親 （ 競 技 者 Ａ ） か ら の 一 回 り 分 ４ 個 が 各 競 技 者 に と
っ て の 闘 歌 域 （ ゾ ー ン Ｚ ） で あ る 。
　 例 え ば 、 総 数 １ ３ ８ 枚 の 場 合 、 １ ３ ８ － （ １ ６ ＋ １ ４ ） × ４ ＝ １ ８ と な り 、 残 り １ ８ ～
１ ５ 枚 目 が 、 各 競 技 者 に と っ て の 闘 歌 域 （ ゾ ー ン Ｚ ） と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
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（ ＝ 摸 打 ）
（ ＝ 牌

山 ＝ や ま ）

図 ４ で 現 代 仮 名 遣 い 文 字 の 異 文 字 （ 「 い ， う ， え ， ゐ ， ゑ 」 を 省 い た ４ ６ 文 字 ） を 使 用
し た 場 合 で の 闘 歌 句 雀 を 考 え て み よ う 。 闘 歌 句 雀 に 使 用 す る 牌 の 構 成 は 文 字 牌 ４ ６ 異 文 字
× ３ (組 )＝ １ ３ ８ 枚 （ 通 常 の 麻 雀 牌 数 １ ３ ６ 枚 ＋ ２ 枚 ） ， 全 能 牌 ０ 。 配 牌 の 積 上 げ 数 は 、
親 （ 東 荘 ） が （ ３ ４ ＋ ２ ） 枚 、 南 ・ 西 ・ 北 は ３ ４ 枚 、 二 段 積 み が 標 準 。 (勿 論 多 少 が 有 っ
て も 良 い 。 ） 顕 牌 (ド ラ )は 通 常 の 顕 牌 表 示 牌 （ 王 牌 （ ワ ン パ イ ＝ １ 局 で 最 後 ま で 自 摸 に 使
用 し な い １ ４ 枚 の 牌 の 事 、 ド ラ 表 示 牌 (＝ と )や 嶺 上 牌 (り ん し ゃ ん は い ＝ × 印 )も こ の 中 に
あ る ） の 最 後 、 左 か ら 右 へ ３ 対 目 の 位 置 ； 上 ＝ 表 ド ラ 表 示 牌 ； 下 ＝ 裏 ド ラ 表 示 牌 ） の 次 序
・ 順 の 次 順 の 牌 と す る 。 （ 闘 歌 句 雀 で は 数 字 で は 無 い 為 、 次 序 に こ だ わ ら ず 其 の 表 示 牌 を
ド ラ と し て も 良 い 。 ） 配 り 牌 手 牌 )は （ 通 常 麻 雀 で は １ ３ 枚 だ が ） 各 々 １ ６ 枚 で 開 始 す る
。 従 来 風 の 麻 雀 で 行 う 闘 歌 句 雀 の 場 合 は 雀 頭 （ ア タ マ ＝ あ が る 為 に 必 要 な １ 組 の 対 子 （ と
い つ ） ） を 揃 え る 必 要 は 有 る が 、 作 歌 句 を 競 う 闘 歌 句 雀 の 場 合 に は 雀 頭 を 必 要 と し な い 。

図 ４ （ ａ ） は 古 典 名 句 を 競 う 場 合 の 例 で 、 開 始 後 九 巡 目 で 親 が 立 直 (リ ー チ ＝ 麻 雀 の 聴
牌 宣 言 行 為 )を 掛 け た 状 態 で あ る 。 → 印 は 牌 山 を 自 摸 っ て 行 く 方 向 を 示 し て い る 。 東 荘 は
、 待 ち 牌 （ 上 が り 牌 ） の 「 は 」 が 出 る か 、 自 摸 (つ も )れ ば 上 が り 。 南 荘 と 北 荘 も 「 か 」 が
出 る か 自 摸 れ ば 上 が り 。 門 前 （ め ん ぜ ん ； 場 に 捨 て ら れ た 牌 を 鳴 か ず に ， 食 わ ず に ≒ 自 分
の 牌 と し て 貰 わ ず に ， 取 り 込 ま ず に ） 上 が り を 目 指 し て る 状 態 。 西 荘 は 、 鐘 が 鐸 (大 鈴 )で
良 け れ ば 、 「 る 」 で 上 が り 。 （ 但 し 拗 長 音 な ど を 必 要 と す る 場 合 、 字 余 り と な る の で 其 の
場 合 は 嶺 上 牌 を 自 摸 る 形 で 、 牌 を 伏 せ る か 二 枚 程 を 開 示 し て 変 え 無 い 場 合 に は 、 余 分 に 自
摸 れ る も の と し た 場 合 で あ る 。 ） 「 か 」 「 は 」 「 る 」 が 牌 山 に 無 い の で 最 終 的 に は 流 れ る
こ と (流 局 )と な る 。

上 が り 役 の 組 み 立 て や 新 旧 仮 名 遣 い （ か わ ず → か は づ ／ く え は → く へ は ／ は え → は へ ）
な ど は 、 図 ５ か ら 其 の 例 や 概 要 を 把 握 で き る で あ ろ う 。

河 ＝ ホ ー の 捨 て 牌 １ ４ 枚 と な っ た 直 後 に 自 摸 る 牌 山 の

図 ４ の 例 で は 「 ね お ， く ら 」 の 牌 山 部 分 が 闘 歌 域 （ ゾ ー ン Ｚ ） で あ る 。 其 の 時 の 文 字 の
並 び 方 は 下 記 の 状 態 で あ る 。
東 ； や れ う つ な 　 （ ね ） え か て を す る 　 あ し を す る － こ ん に ち は い ふ 　 ひ も ろ へ め ゆ ほ
南 ； ふ る い け や 　 （ お ） は つ と ひ こ む 　 み す の お と － ね ん こ ろ に あ そ 　 へ さ え ほ ぬ ま め
西 ； か き く え は 　 ぬ て そ な （ く ） な り 　 ほ う り ゆ う し － へ い わ た よ の ね 　 も ら き よ ま む き
北 ； さ み た れ を 　 あ つ め て は や し 　 も か み （ ら ） わ － た ち ま ち に け ゆ 　 く せ そ ろ よ せ ぬ

手 持 ち 牌 （ 手 牌 ） は 並 べ 替 え が 出 来 る の で 、 下 の 句 に 合 わ せ て 上 の 句 を 考 え て 置 け ば 、



　
　
　
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 場 へ の 捨 て 牌 （ 面 前 開 示 牌 ） に 依 る 下 句 （ ７ ， ７ ） の 作 り 方 に は 、 （ 並 べ 替 え も 出 来 る
， 並 べ 替 え は 出 来 な い が 牌 間 に 入 れ る こ と が 出 来 る ， 捨 て た 順 の 儘 で 一 切 並 べ 替 え は 出 来
な い ） な ど 、 事 前 取 り 決 め を す る の が 適 切 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 甚 句 の 場 合 は 配 付 数 （ 配 賦 手 持 数 ） ２ ５ で ２ ６ 個 目 で 完 成 を 目 指 す 。
此 の 場 合 も 闘 歌 と 同 様 に （ ７ ， ７ ， ７ ， ５ ） 構 成 の 後 の （ ７ ， ５ ） 又 は （ ， ５ ） を 捨 て 牌
で 完 成 さ せ る 方 法 も あ る 。 配 付 数 （ 配 賦 手 持 数 ） は １ ４ お よ び ２ １ で 、 捨 て 牌 １ ２ お よ び
５ 個 で 、 総 数 １ ３ ８ 枚 の 場 合 に は 残 り ３ ８ ～ ３ ５ 枚 目 （ １ ３ ８ － ２ ５ × ４ ＝ ３ ８ ） が 闘 甚
句 域 （ ゾ ー ン Ｚ ） と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 闘 歌 句 雀 の 評 価 は 、 麻 雀 が 役 （ ヤ ク ＝ 所 定 の 牌 組 合 せ ） 形 成 で 点 数 獲 得 す る の と 同 様 に
、 必 須 事 項 と 役 形 成 で 所 定 基 準 （ 数 ） に 先 に 到 達 し た 方 が 上 が れ る 、 即 ち 点 数 を 獲 得 で き
る 事 と す る 。 量 （ 上 が り 得 点 数 ・ 娯 楽 ） か 質 （ 完 成 度 の 高 い 歌 句 作 ・ 文 芸 術 ） か の 選 択 は
競 技 者 に 委 ね ら れ る 。

　 必 須 事 項 （ 語 ） は 季 語 ， 句 題 （ 画 像 や 写 真 集 の 一 頁 を 見 て ） な ど 。 役 語 に は 其 の 場 で の
指 定 語 ， 固 定 語 、 文 字 数 で の 倍 率 付 与 （ 例 え ば ４ 文 字 ＝ １ ， ５ 文 字 ＝ ２ ， な ど ） し て も 良
い 。 ま た 、 従 来 の 良 く 知 ら れ た 俳 人 の 秀 句 の 構 成 を 競 っ た り 、 其 れ が で き れ は 役 （ 上 が り
） と す る こ と も で き る 。 勿 論 点 数 制 で 無 く 衆 議 判 (～ 評 )に よ っ て 行 っ て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　
　

　

　

　

【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ２ は 牌 （ パ イ ） お よ び 札 （ カ ー ド ） の 仮 名 文 字 の 一 表 記 例 で あ る 。
　 異 国 人 に も 解 り 易 い よ う に 、 一 部 を ロ ー マ 字 表 記 （ 読 み ） に し た 札 や 牌 に し て も 良 い 。
ま た 濁 音 な ど の 表 記 を 同 時 に 加 え て も 良 い 。 （ ａ ～ ｆ ）
　 ト ラ ン プ 記 号 を 重 ね れ ば ト ラ ン プ と し て も 使 用 出 来 る 兼 用 ・ 併 用 型 に し う る 。

中 央 の 文 字 や 角 隅 の 文 字 等 は 逆 向 き に 対 に し て 見 易 く 読 み
易 い 形 に し て も 良 い 。 （ ｇ ～ ｈ ）
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ３ は 札 （ カ ー ド ） を 、 普 通 使 わ れ る 麻 雀 牌 の よ う な 直 方 体 （ 長 方 体 ） で 構 成 し た 場 合
の 闘 句 牌 の 斜 視 図 で あ る 。 寸 法 は １ ８ （ 巾 ） × ２ ５ （ 高 ） × １ ５ （ 厚 ） ｍ ｍ 程 度 が 一 般 的
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上 が り ！ と 言 う 事 も 可 能 で あ る 。 （ 例 え ば 西 の 場 合 、 「 ホ ウ リ ユ ウ シ 」 は 変 え ら れ 無 い の
で 、 其 の 侭 に し て 、 幾 つ か の 歌 を 考 え 、 実 際 に は 歌 句 題 な ど に 合 う も の を 選 ぶ 事 に な ろ う
。 定 型 か ら 一 挙 に 不 定 形 ＝ 創 作 句 へ 移 行 す る の は 難 し い が 、 短 時 間 で の ア ナ グ ラ ム － ａ ｎ
ａ ｇ ｒ ａ ｍ ＝ 語 句 転 綴 ： 語 句 の 綴 り 換 え － 能 力 や 機 智 ・ 機 転 の 扶 育 に は 多 い に 役 立 つ 。 ）
牌 ： く く な り ぬ 　 な か き そ て は え 　 ほ う り ゆ う し 　 へ い わ た よ の ね 　 も ら き よ ま む き

句 句 （ 愚 句 ） 成 り ぬ 　 長 き 袖 ・ 映 え 　 法 隆 寺 　 平 和 だ よ !の 音 　 裳 ら 着 ・ 詠 ま む ！ 気
供 具 鳴 り ぬ 　 な 掻 き そ 、 出 は 絵 　 暮 雨 ・ 柳 糸 　 平 話 だ 夜 の 寝 　 漏 ら !‾毀 誉 ・ 真 向 き
区 区 生 り ぬ 　 菜 が 稀 疎 で 生 え 　 放 流 ・ 路 　 経 ・ 岩 だ よ ！ の 嶺 　 モ ら ぎ よ ！ 真 麦

闘 歌 に 準 じ た 解 釈 で 甚 句 作 を 行 え ば 良 い 。

誰 か が 上 が っ た 時 点 で 他 の 人 は 上 が り の 人 の 作 歌 句 を 、 所 定 の 内 容
や を 備 え て い る 事 を 確 認 し て （ ド ラ な ど に も 配 慮 し て ） 計 算 し 其 の 場 （ 回 ） は 終 る 。

図 ５ に は 本 来 の 闘 歌 句 雀 の 上 が り 役 （ 創 作 役 ） の 例 を 俳 句 ・ 川 柳 と 短 歌 に つ い て 示 す 。
図 ６ に は 古 典 的 秀 句 を 上 が り 役 と し た 時 の 幾 つ か 若 干 の 例 と 其 れ に 同 類 似 主 旨 の 擬 き 例

を 示 す 。
図 ７ に は 従 来 麻 雀 型 に 準 じ る 上 が り 役 （ 翻 数 も 準 じ た 数 で 設 定 ） の 幾 つ か （ 八 つ ） の 例

を 示 す 。
ト ラ ン プ 記 号 を 併 記 し た 札 や 牌 の 場 合 は 数 字 で も っ て 、 （ 札 数 や 牌 数 が 多 く て も ） 従 来

麻 雀 型 の 役 に 準 じ た 上 が り 役 を 構 成 す る こ と が で き る の は 勿 論 で あ る 。
詳 細 な 細 部 ル ー ル は 、 時 流 に 依 り 、 夫 々 の 競 技 の 場 や 競 技 者 に 依 り 決 め ら れ る も の で あ

り 、 此 処 で は 本 願 の 基 本 的 技 術 思 想 に 沿 う も の に つ い て の 例 を 開 示 す る に 留 め る 。

勿 論 此 れ を 使 う （ た と え ば 、 ト ラ ン プ 記 号 併 記 表 示 の ５ ２ 枚 ＋ 異 文 字 ４ ８ 枚 ＋ 現 代 異 文 字
４ ６ 枚 ＝ １ ４ ６ 枚 な ど の 混 在 使 用 の ） 場 合 は 、 数 字 の 組 み 合 わ せ で 構 成 す る 従 来 麻 雀 の 上
が り 役 を も 楽 し む 事 が 出 来 る 。



で あ る が 、 任 意 の 拡 縮 寸 法 で あ っ て も 良 い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
【 図 １ 】 札 （ カ ー ド ） 式 及 び 牌 （ パ イ ） 式 闘 歌 句 具 の 配 賦 （ 配 付 ） 状 態 平 面 図 で あ る 。 　
　 （ ａ )　 札 （ カ ー ド ） 式 闘 歌 句 具 の 配 賦 状 態 平 面 （ 上 面 ） 図 で あ る 。 　 　 （ ｂ )　 直 方 体
牌 式 の 闘 歌 句 雀 の 配 牌 か ら 少 し 進 行 し た 状 態 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 闘 歌 句 雀 用 札 及 び 直 方 体 牌 に お け る 文 字 の 平 面 配 置 図 で あ る 。 　 　 （ ａ )　 直 方
体 牌 又 は 札 （ カ ー ド ） の 母 音 字 表 記 図 柄 例 の 平 面 図 　 　 （ ｂ )　 直 方 体 牌 又 は 札 （ カ ー ド
） の 濁 点 字 表 記 図 柄 例 の 平 面 図 　 　 （ ｃ )　 直 方 体 牌 又 は 札 （ カ ー ド ） の わ 行 字 表 記 図 柄
例 の 平 面 図 　 　 （ ｄ )　 直 方 体 牌 又 は 札 （ カ ー ド ） の 特 殊 文 字 表 記 図 柄 例 の 平 面 図 　 　 （
ｅ )　 直 方 体 牌 又 は 札 （ カ ー ド ） の 濁 ・ 半 濁 字 表 記 図 柄 例 の 平 面 図 　 　 （ ｆ )　 直 方 体 牌 又
は 札 （ カ ー ド ） の ジ ョ ー カ ー 表 記 図 柄 例 の 平 面 図 　 　 （ ｇ )　 ト ラ ン プ 兼 用 ・ 併 用 札 の 仮
名 文 字 表 記 図 柄 例 の 平 面 図 　 　 （ ｈ )　 ト ラ ン プ 兼 用 ・ 併 用 札 の ロ ー マ 字 表 記 図 柄 例 の 平
面 図
【 図 ３ 】 闘 歌 句 牌 （ パ イ ） の 文 字 面 を 下 に 伏 せ 置 い た 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】

　 　 　
　
【 図 ５ 】
【 図 ６ 】
【 図 ７ 】
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 　 　 　 　 １ 　 　 配 賦 （ 配 付 ） 手 持 札
　 　 　 　 　 １ ’ 　 配 賦 （ 配 付 ） 手 持 牌
　 　 　 　 　 ２ 　 　 場 の 積 置 自 摸 用 札 （ カ ー ド ）
　 　 　 　 　 ２ ’ 　 場 の 積 置 自 摸 用 牌 （ パ イ ）
　 　 　 　 　 ３ 　 　 顕 札 （ ド ラ カ ー ド ）
　 　 　 　 　 ３ ’ 　 顕 牌 （ ド ラ パ イ ）
　 　 　 　 　 ４ 　 　 ト ラ ン プ 兼 用 ・ 併 用 札
　 　 　 　 　 ４ ’ 　 捨 て 牌 （ 切 り 牌 ）
　 　 　 　 　 ５ 　 　 歌 句 題 表 示 物 集
　 　 　 　 　 ５ ’ 　 ト ラ ン プ 記 号
　 　 　 　 　 ６ 　 　 文 字 図 表 記 面
　 　 　 　 　 ６ ’ 　 牌 背 面
　 　 　 　 　 ７ 　 　 仮 名 文 字
　 　 　 　 　 ７ ’ 　 ト ラ ン プ 数 字
　 　 　 　 　 ８ 　 　 清 音 読 み ロ ー マ 字
　 　 　 　 　 ８ ’ 　 同 等 読 み ロ ー マ 字
　 　 　 　 　 ９ 　 　 半 濁 音 読 み ロ ー マ 字
　 　 　 　 　 ９ ’ 　 濁 音 読 み ロ ー マ 字
　 　 　 　 　 １ ０ 　 ゾ ー ン Ｚ
　 　 　 　 　 Ａ ， Ｂ ， Ｃ ， Ｄ 　 　 　 　 　  競 技 者 名
　 　 　 　 　 Ａ ’ ， Ｂ ’ ， Ｃ ’ ， Ｄ ’ 　  競 技 者 名
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
【 手 続 補 正 ３ 】
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言 語 教 育 や 心 理 学 分 野 の 行 動 的 教 材 と し て 適 用 で き 、 ま た 、 方 言 や 他 言 語 の 採 り 入 れ に
よ り 諸 外 国 語 の 上 達 補 助 具 と し て の 用 途 に も 展 開 可 能 で あ る 。

闘 歌 句 雀 の 場 に お け る 牌 の 文 字 配 列 と 、 実 際 の 牌 の 並 ん だ 状 態 を 説 明 す る 図 で あ
る 。 （ ａ ） 全 部 の 牌 の 文 字 （ を 見 え る と 想 定 し た 時 ） の 配 置 を 示 す 上 面 図 で あ る 。

（ ｂ ） 闘 歌 句 雀 の 場 全 体 を 、 東 荘 （ 親 ） 側 か ら 見 た 牌 の 状 況 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
闘 歌 句 雀 の 上 が り 役 （ 創 作 役 ） の 俳 句 と 短 歌 形 式 の 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
闘 歌 句 雀 の 上 が り 役 （ 古 典 秀 句 役 と 擬 き 佳 句 ） の 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
従 来 麻 雀 に 順 じ た 上 が り 役 の 幾 つ か の 構 成 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

東 ， 南 ， 西 ， 北 親 （ 東 ） か ら 見 た 、 競 技 者 の 面 風 （ 自 分 の 風 ）



【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 図
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】

【 図 １ 】
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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